




４．砂付け試験場の施工

流出防止工流出防止工

A.P.A.P.＋＋1.0m1.0m程度程度

基礎シート基礎シート

４－１．置き砂投入前の状況

同時刻の潮位同時刻の潮位
A.P.+0.2mA.P.+0.2m程度程度（気象庁・東京晴海の実測潮位）（気象庁・東京晴海の実測潮位）

５

置き砂の投入準備

４－２．置き砂投入状況（見学会当日）

置き砂の投入

見学会当日分の置き砂見学会当日分の置き砂
投入完了（投入完了（20m20m33強）強）

６



４－３．置き砂投入後の状況（砂付け試験場の完成）

７

撮影時刻の潮位撮影時刻の潮位
A.P.+0.3mA.P.+0.3m程度程度（気象庁・東京晴海の実測潮位）（気象庁・東京晴海の実測潮位）

５．施工２週間～１ヵ月後の状況

約２週間後：H21年7月10日撮影
撮影時刻の潮位
A.P.+0.9m程度（気象庁・東京晴海の実測潮位）

８

A.P.+1.66m

13.1m

勾配
約1:11

A.P.+0.73m
流出防止工直下
A.P.＋0.06m

置き砂先端
A.P.＋0.17m

2.9m

勾
配

約
1:3.4

約1ヵ月後：H21年7月22日撮影

撮影時刻の潮位
A.P.+0.04m程度（気象庁・東京晴海の予測潮位）

1.5m

A.P.+0.61m



６．砂付け試験の今後のモニタリング計画

 定点撮影年2回＋イベント
(台風等の高波後)

形状把握

 後浜部、汀線部、のり先付近を基本として、
勾配が変化するごとに1箇所

秋季：9月
春季：4月
の年2回

採泥・粒度
試験

 方形枠(50cm 50cm)による目視観察
 潮間帯を1測線（高・中・低潮帯）で観察、低
潮帯においては測線の両脇も観察

 測線上の低潮帯の1箇所で採取分析

夏季：8月下旬～9月
春季：4月
の年2回

生物観察

 1工区の完成断面石積のり先
 護岸改修範囲の西側で1点

青潮発生時DO計によ
る測定

 生物環境への
外力把握

青潮時の
溶存酸素

検証

材料

 置き砂投入範囲の中で1測線

数 量 等

年2回＋イベント
（台風等の高波後）

※施工直後も実施

時 期

地形測量

方 法

 砂を投入した
場合の砂の挙
動を把握する。

 置き砂に現れ
る生物相を確
認する。

目 的

砂

付

け

試

験

項 目

検

証

項

目

区 分
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1:
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1:2

1:20
AP.+4.0ｍ

1:
2

1:2

1:20

20m
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１0m
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潮
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①

②

満潮ラ
イン

③

流出防止工

（シート）

流出防止工

（ネットに入れた捨石）

汚濁防止工

AP.+4.0ｍ

1:
2

1:2

1:20
AP.+4.0ｍ

1:
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1:2

1:20

20m

置
き
砂
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①
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満潮ラ
イン

③

流出防止工

（シート）

流出防止工

（ネットに入れた捨石）

汚濁防止工

モニタリング測線
地形測量、生物観察、採泥

調査測線・地点凡例
地形測量
生物観察
生物観察・採取分析
採泥・粒度試験

形状把握(←は撮影方向)
９




